
簡易耐震診断表　　　　　　　　　　　　　　作成日：平成○○年○○月○○日
	建築名称　：　　　　　○○○○邸
	２階床面積：
	40.00
	㎡

	
	１階床面積：
	110.0
	㎡

	
	延べ床面積：
	150.0
	㎡


【診断結果】　　　※表中の○印番号は、次ページの解説番号を示しています。
上部構造の評点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積雪時の積雪深さは１.0ｍとしています。
	
	
	①
	②
	③
	④
	⑤
	⑥
	⑦

	積雪状態
	階
	方向
	壁・柱の耐力

Qu
（kN）
	配置

eKfl
	劣化度

dK
	保有する耐力

edQu　
（kN）
	必要耐力

Qr
（kN）
	上部構造評点

edQu/Qr

	無積雪時
	２階
	Ｘ方向
	22.13
	0.80
	0.89
	15.84
	32.71
	0.48

	
	
	Ｙ方向
	23.10
	0.80
	
	16.53
	
	0.51

	
	１階
	Ｘ方向
	78.43
	0.80
	
	56.14
	135.00
	0.58

	
	
	Ｙ方向
	84.01
	0.65
	
	48.60
	
	0.50

	積雪時
	２階
	Ｘ方向
	22.13
	0.80
	0.89
	15.84
	32.71
	0.48

	
	
	Ｙ方向
	23.10
	0.80
	
	16.53
	
	0.51

	
	１階
	Ｘ方向
	78.43
	0.80
	
	56.14
	135.00
	0.58

	
	
	Ｙ方向
	84.01
	0.65
	
	48.60
	
	0.50


総合評価

	⑧　総　合　評　点
	評　　点
	判　　定

	0.48
	
	1.5以上
	◎倒壊しない

	
	
	1.0以上～1.5未満
	○一応倒壊しない

	
	
	0.7以上～1.0未満
	△倒壊する可能性がある

	
	●
	0.7未満
	×倒壊する可能性が高い


（解説）上部構造評点の各階・各方向のなかで最小の値を総合評点としています。①～⑦の値もご自宅の耐震特性を総合的に評価する上でとても重要になります。下記の所見・アドバイスを参考にするか、ご不明な点や詳細については市町の担当者か診断者に説明を求めてもよいでしょう。

【所見・アドバイス】※該当項目にチェックしてあります。
１．地震に対する抵抗力　　□ 問題ありません　　□ 不足しています

	コメント：　　（所見とアドバイスを必ず記入のこと。尚、この赤字は削除してください）

	


２．耐震壁の配置バランス　□ 問題ありません　　□ 良くありません

	コメント：　　（所見とアドバイスを必ず記入のこと。尚、この赤字は削除してください）

	


３．建物の劣化状態　　　　□ 問題ありません　　□ 良くありません　　□ 不明です

	コメント：　　（所見とアドバイスを必ず記入のこと。尚、この赤字は削除してください）

	


４．その他：
	コメント：　　（診断者として所有者に伝えたいことを記入。尚、この赤字は削除してください）

	

	

	

	

	


簡易耐震診断表の解説

	①
	方向
	地震はどの方向に揺れるかわかりません。そこで、便宜上ご自宅を上から見たときのX,Yの2方向で耐震診断を行ないます。

	②
	壁・柱の耐力

Qu（kN）
	壁の耐震強さ、柱などの接合部、基礎の状態など、地震に対する抵抗力の値です。

（数字が大きいほど地震に強い）

	③
	配置などによる低減係数
eKfl
	壁や筋かいの配置のバランスを表す値です。バランスが悪い建物は、地震のときにねじれてしまいます。

（1.0良い～0.3悪い）

	④
	劣化度

dK
	屋根や外壁、内壁の劣化状態を表します。

（1.0良い～0.7悪い）

	⑤
	保有する耐力

edQu（kN）
	ご自宅の地震に対する耐震性能を表わします。②③④から総合的に算定されます。

（数字が大きいほど地震に強い）

	⑥
	必要耐力

Qr（kN）
	地震で倒壊しないために、ご自宅が必要とする耐震性能です。

	⑦
	上部構造評点

edQu/Qr
	各階各方向の「必要耐力」に対する「保有する耐力」の割合で、ご自宅の各階各方向の耐震性能の評価です。

	⑧
	総合評点
	上記⑦のうち最も低い評点がご自宅の耐震性能の総合評価です。1.0未満の場合は、倒壊の可能性がありますので、耐震化をご検討ください。



【注意事項】
· この簡易耐震診断は、申請者から提出された図面や自己チェックリストあるいは目視による簡易な現地調査などに基づき、診断ソフトにより評点を算出して診断をおこなっています。

· 十分に把握できない部分（例えば、筋かいの補強箇所や壁・基礎の仕様や、｢わからない｣とチェックされたものなど）は診断者の判断により、できるだけ安全側として診断しています。

· 従って、実際の建物とは状況の異なる条件での診断結果となることもありえますので、表示の評点は大まかな目安を示す値となることをご理解ください。

耐震改修工事にかかる概算費用（参考）
○○○○邸の耐震改修工事にかかるおおよその費用は　約175万円　です

【計算式】
	係数
（万円/評点・㎡）
	
	
	補強後の

評点（目標）
	
	補強前の

総合評点
	
	
	延べ床面積

（㎡）
	
	耐震改修工事費

	17.4
	Ｘ
	((
	1.00
	－
	0.48
	）
	Ｘ
	150.00)0.53
	＝
	175万円


（補強前の総合評点、延べ床面積は１項の診断表より転記する。注意事項：この赤字は削除してください）

日本建築防災協会による算定式　　別添パンフレットの7、8頁を参照してください。
平屋建ての場合の算定式　　　7.94×(評点差×延べ面積(㎡))0.69（万円）
2階建ての場合の算定式　　　17.4×(評点差×延べ面積(㎡))0.53（万円）
【留意事項】

1． この「耐震改修工事にかかる概算費用」は、（一財）日本建築防災協会のデータに基づき平均的な工事費として算出してあります。したがって、地域性や施工の難易度、範囲・仕様など各家の実際の状況によりこの金額は変動するものとご理解ください。
2． 実際に耐震改修工事を行う場合には、さらに詳細な耐震補強設計により具体的な補強方法の検討が必要となりますので、その場合は「耐震診断士」にご相談・ご依頼ください。（別途有料となります）
３．表記の工事金額は耐震補強費のみの概算であり、リフォーム等の別途工事は含まれていません。
リフォーム工事等と同時に行う場合は、別途加算となりますのでご注意ください。
【耐震補強のポイント】　※一般的な補強方法の考え方です。詳しくは専門家とご相談ください。
１．地震に対する抵抗力を大きくするため、耐力壁を補強しバランスよく配置する必要があります。

２．基礎や上部構造に劣化や欠損などが認められた場合は、補修・補強・取替えなどが必要です。

３．床下地や火打ち材など、水平構面等の補強が必要なこともあります。

４．他のリフォーム工事（水廻り改修やバリアフリー改修など）と合わせて行なうと合理的です。

５．建物の構造（在来構法、枠組み構法、伝統構法など）により、診断・補強方法が異なります。
診断法の概要　　　　　　　　　　　　　　　　（注意事項：この赤字は削除してください）


●使用ソフト：ホームズ君「耐震診断Pro」Ver.4.1.1.0　　 ※その他の場合は、ソフト名を記入のこと


●採用診断法：一般診断法（方法1）　　　　　　　　　　　※その他の場合は、その診断法を記入のこと


●２階の床面積を考慮した算出法の採用：精算法による　　※精算法によらない場合は、「なし」と記入のこと


●耐力要素の配置等による低減係数の求め方：偏心率計算による　※または「4分割法による」と記入のこと


※耐震診断プログラムによって報告書様式が異なる場合があります。








